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教育委員会関係2月の予定
日 曜 内　　　　　　容

1日 土 合同厄払い・還暦祭（公民館）

2日 日 わんぱく雪まつり（公民館）

3日 月 義務教育学校入学説明会

5日 水 第2回社会教育委員の会議（公民館）

6日 木 学校保健委員会（学校）

7日 金 公立高校入試前期合格発表

8日 土 仁志敏久野球教室（スポーツ交流館）

15日 土 わくわく土曜教室（みなくる　おもしろ実験10:00）

19日 水 第4回学校応援協議会

20日 木 幼小連絡会議

21日 金 町スポーツ栄光賞選考委員会

25日 火 2月定例教育委員会（学校）

26日 水 高齢大学修了式・卒業式

4日 水 第2回いかわ夕学の会（学校）

土曜日の「みなくる」は、イベントや学習がいっぱいです

教育委員会だより

　第２回いかわ夕学の会 
広報でもお知らせしている通り、レスリング五
輪メダリスト太田章選手を招いての講演会で
す。東京オリンピックを前に元気の出る
お話がたくさん聞けることと思います。

　わんぱく雪まつり 
　今年は雪不足ですが、雪がなくても楽し
いイベントと食べ物がいっぱいです。
北海道犬展示、石焼き芋、キッチン
カーなどもあります。ぜひおいでくだ
さい。 

　この1年、「みなくる」では地域の方々を指導
者にして「放課後子ども教室」「わくわく土曜教
室」を開き、多くの子どもたち参加のもと、楽し
い学習会を進めてきました。 
　今年度の最終回は2月15日（土）の「おもしろ
実験」です。みなさんの参加をお待ちしておりま
す。

◎ 地域コーディネーター
の皆さん 
石井郁子さん、佐藤聡子さ
ん、安保真由美さん、佐藤
文男さん、渡部千寿子さん

7/6 写真教室 
　国花苑で撮影会

10/5 ハーバリウム作
成　文化祭へ出品し
ました。

8/9 全町盆踊りで踊る振
付を体験しました。 

10月の算数教室 
学校ではやらない算
数に挑戦しました。

12/14 バターナイフ作り＆
パンケーキを食べよう会 

11月と1月に行われた
楽しい英語教室です。 
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教育委員会フェイス 
ブックをご覧ください。 
www.facebook.com/

2月定例会（2/25 13：30 義務教育学校）の傍聴を希望
する方は事務局（874ー4424）までご連絡ください。

Q なぜこんなことを行う必要があるの？

4月から、学校の6時間目の授業が減ります
　井川義務教育学校では、4
月から全学年で週2時間の授
業時数縮減と、それに伴い
夏休みの6日と秋休みの1日
を出校日とする「放課後拡
充カリキュラム」を実施す
ることとしました。経緯と
対応などについて以下に
Q&Aとしてまとめましたの
で、ご理解をよろしくお願
いいたします。

1年生～9年生の時間割

長期休業日の
変化

　 月 火 水 木 金

4校時下校 1・2年 1年

5校時下校 1～9年 3年 1～9年 2年 1～9年

6校時下校 4～9年 3～9年

下刻時刻の目安 
4校時下校　14:00 
5校時下校　15:00 
6校時下校　16:00

これまで 今年4月から 変化

夏休み 7/23～8/24 7/26～8/21 ー6日

秋休み 10月第2火曜 なし ー1日

冬休み 12/26～1/13 同じ -

春休み 3/22～4/3 同じ -

　今年の4月から現行のままだと4年生以上が
すべて毎日6時間になります。本校調査では6
時間目の集中力が低下するということもあ
り、子どもたちの疲弊感を減らして学習効果
を高めたいというのが理由の第一です。同時
に放課後、やりたいことに取り組んだりして
子どもの自主性の伸長も図ってまいります。

Q 夏の出校増で、暑さ対策は大丈夫？

　学校では幸い全教室にエアコンが設置さ
れており、十分に対応できるものと思いま
す。ただ異常気象も想定さ
れ、場合によっては休校など
の措置でそうした事態に対応
することもあるものと思いま
す。

Q バス通学の待機時間は短くなるの？

　現在、改善策を検討中で
す。14時発の増便や、
バス1台ですべての町
内への運行など、これ

までよりも待機時間が短くな
るよう努力してまいります。

Q 夏休み削減で子どもたちはどう？

　残念だという声も聞いていますが、今年
から実施した茨城県の子どもたちのアン
ケートでは、毎日の余裕ができてよかった
という声が大多数でした。家庭、地域でも
ご理解をよろしくお願いします。




